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パブリックコメントの結果及び対応の概要 

１ 実施方法 

○実施期間：令和２年２月３日（月）～令和２年３月３日（火） 

 

○閲覧方法：市ホームページ、田原市役所（市民課前情報コーナー、企画課） 

赤羽根市民センター、渥美支所、中央図書館 

 

２ パブリックコメント実施結果 

○２２件の意見提出（提出者数：１名） 

 

３ パブリックコメントへの対応 

○２件の意見により、アクションプランの内容について、わかりやすい表記に改めた。 

○その他語句等の修正を行った。 
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提出された意見と市の考え方 

 

■第 4 次田原市行政改革大綱（案）の内容に関する意見 

№ 
該当

ページ 
提出された意見 市の考え方 

１ 

５４ 

・ 

５５ 

市民館のあり方では、２０か所ある市民

館を４中学校区へ統合するのか、または

新たに４か所のコミュニティセンターを

開設するのか、４コミュニティセンター

と１６市民館へ移行するのか、講座だけ

を移行するのか、統廃合するのか、この方

向性だけでは分からないので、具体的に

書いてください。 

改革の内容をわかりやすくするため、ア

クションプラン内の表記を修正しまし

た。 

 

※改革の内容 

市内すべての市民館について、コミュニ

ティセンターへの移行を検討します。 

また、市民館内で行われている講座・事業

の実施の集約化を検討するものであり、

施設を統廃合するわけではありません。 
２ 

５４ 

・ 

５５ 

赤羽根地域は赤羽根町時代にはコミュニ

ティ自体が存在しておらず、合併時に市

民館の建設とともにコミュニティを形成

してきましたが、まだ途に就いたばかり

ですので、統廃合には反対です。 

 

■その他（参考として取り扱う意見） 

№ 
該当

ページ 
提出された意見 市の考え方 

３ ― 

田原市ふるさと大使で、ネットニュース

等であまり評判の良くない人がいるの

で、０から見直してください。 

ご意見については、計画に取り組むなか

での参考意見とし、原案のとおりとしま

す。 

４ ― 

事務の適正化の中で、本当に必要な業務

なのか分からない業務もあります。 

例えば「健康カレンダー」、今年度は廃止

になっていたものが来年度に復活するよ

うであったり、全戸配布が必要かどうか。 

ご意見については、計画に取り組むなか

での参考意見とし、原案のとおりとしま

す。 
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５ ― 

スポーツ課のスポーツの推進は市民が望

んでいるのか、マイナーなニュースポー

ツを進めてくるが、団体競技はだれも積

極的にやらないし、スポーツが好きな人

はバレーボールなどメジャーなスポーツ

をする。それならインストラクターの資

格を取って市民館などに出向いて高齢者

などと運動をしてください。 

ご意見については、計画に取り組むなか

での参考意見とし、原案のとおりとしま

す。 

６ ― 

健康福祉部も年齢で区切っているので高

齢者向けの体操等に高齢までいかない軽

度の障碍者が参加できなかったりと弊害

が生じているので、高齢福祉課と地域福

祉課を統合し、子育て支援課と健康課を

統合してください。 

ご意見については、計画に取り組むなか

での参考意見とし、原案のとおりとしま

す。 

７ 

５８ 

・ 

５９ 

小中学校のプールの民間プールの活用の

検討を図るのであれば、健康課・スポーツ

課も民間活用を図ってください。 

ご意見については、計画に取り組むなか

での参考意見とし、原案のとおりとしま

す。 

８ ― 

市のイベント・まつりが多いので０から

見直してください。 

ご意見については、計画に取り組むなか

での参考意見とし、原案のとおりとしま

す。 

９ ― 

田原市のホームページをリニューアルし

て、もっと多くの情報を掲載してくださ

い。 

ご意見については、計画に取り組むなか

での参考意見とし、原案のとおりとしま

す。 

１０ ― 

６０代・７０代でもスマホを持っている

ので「健康カレンダー」のようなものはホ

ームページに掲載してください。 

「健康カレンダー」は家族の予定が書き

込みやすい余白のあるカレンダーが欲し

いだけで、市の情報は二の次になってい

ます。 

ご意見については、計画に取り組むなか

での参考意見とし、原案のとおりとしま

す。 

１１ 

２８ 

・ 

２９ 

芦ヶ池農業公園は、２階部分のウェルカ

ムブリッジをメイン入口に作られている

が、ほとんどの人が駐車場から柵の隙間

から入るので、１階のふれあい広場をメ

インの入口（ウェルカムゲート・広場）に

なるようにしてください。また横断歩道

の位置も見直してください。 

ご意見については、計画に取り組むなか

での参考意見とし、原案のとおりとしま

す。 
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１２ 

３２ 

・ 

３３ 

新規財源等の確保で、市街化調整区域等

の保育園跡地（予定も含む）を宅地として

売り出してください。 

ご意見については、計画に取り組むなか

での参考意見とし、原案のとおりとしま

す。 

１３ 

３２ 

・ 

３３ 

松下駐車場などの田原中心部にまとまっ

た土地があるので売却してください。 

ご意見については、計画に取り組むなか

での参考意見とし、原案のとおりとしま

す。 

１４ 

４８ 

・ 

４９ 

マイナンバーカードの利活用は、図書館

の利用カードや健康保険証や印鑑登録証

などのカード類の統合を進めてくださ

い。 

ご意見については、計画に取り組むなか

での参考意見とし、原案のとおりとしま

す。 

１５ 

４６ 

・ 

４７ 

定住・移住相談のワンストップ化は、定住

移住相談・空き家相談と市営住宅の受付

を一つの課に統合し、役所の業務の枠組

みではなく、利用者の目線で「住まい」と

して、市営住宅の施設管理修繕は建築課

のままでワンストップ化してください。 

ご意見については、計画に取り組むなか

での参考意見とし、原案のとおりとしま

す。 

１６ 

４６ 

・ 

４７ 

田原市のＨＰ上に総合案内を開設とある

が、サイドのバナー広告の隠れているの

で、分かりやすくＨＰの中央の生活の１

コマに掲載してください。 

ご意見については、計画に取り組むなか

での参考意見とし、原案のとおりとしま

す。 

１７ 

５４ 

・ 

５５ 

市民館の課題の営利事業は民間事業者が

営利利用のため、制約の緩い市民館を利

用したいものであり、また人口の多い中

心部の市民館の問題です。 

中学校区単位では田原中学校区・東部中

学校区が田原市の東側に偏っているの

で、地域的な偏りがないようにバランス

良く配置してください。 

ご意見については、計画に取り組むなか

での参考意見とし、原案のとおりとしま

す。 

１８ 

５４ 

・ 

５５ 

市民館の田原市からの補助金は人口比に

応じて金額が決まりますが、市民館のお

金は町内会費などの住民からの自主財源

も加わって決まります。相対的に人口の

少ない市民館はお金が無く、人口の多い

市民館はお金が使いきれないほどありま

す。 

館長の手当ても多い所は２０万円ぐらい

で、少ない所は６万円で、人口の多い所は

ご意見については、計画に取り組むなか

での参考意見とし、原案のとおりとしま

す。 
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瀬古長等にも行事の手伝いの手当てが出

ます。 

しかし、建物の維持費は建物の大きさに

応じて変わり、講座の回数や人数は、人口

の多い所と少ない所で差は無く、頑張っ

て多くの講座を開いた所ほどお金が掛か

ります。掛かる経費は人口の多い少ない

ではなく、頑張っている所ほどお金が掛

かるので、田原市の補助金は人口比では

なく、人口の少ない所ほど多くしてくだ

さい。 

また田原市の中心部と比べ、遠い地域で

は、いろいろな体験の機会が恵まれない

ので、多くの子供たちにいろんな体験が

出来るよう沢山の講座を開いています。 

１９ 

５８ 

・ 

５９ 

田原市中心部には民間スポーツジムがあ

るが、赤羽根地区・渥美地区にはプールの

ある民間スポーツジムは無く、ホテルの

プールは伊良湖周辺にはあるが宿泊客と

バッティングしないか。 

学校プールの検討は、新たに例えば総合

体育館に市民プールを作るのか、それと

も民間のスポーツジムを誘致してプール

を建設するのかを含めて検討するもの

か。 

ご意見の内容も踏まえて、検討していく

段階です。 

２０ 

６０ 

・ 

６１ 

スクールバスの運行は、委託がいいのか

直営がいいのか、または給食の配送と兼

ねられないか。 

ご意見の内容も踏まえて、検討していく

段階です。 

２１ 

６６ 

・ 

６７ 

崋山会館は神社挙式の会場として利用さ

れてきましたが、今は民間の結婚式場を

利用する人がほとんどです。田原市が維

持管理している意味合いがないので売

却・廃止してください。 

ご意見については、計画に取り組むなか

での参考意見とし、原案のとおりとしま

す。 

２２ 

６８ 

・ 

６９ 

水道料金の見直しに際して、夏場に水温

が高くなっているので、水質・水温の改善

を図ってください。 

夏場の地熱の上昇により管路が温められ

るため、水道水の温度上昇は避けられま

せんが、水質等は毎日検査等を行ってお

り、問題ありません。 

 


